
志茂茄竹格田本 :マカクを中心に約30体分のEf料を収

爪した｡大部分は所内で死亡したものの再利用の形で作

成されたものであろが.1執 現地へおもむいて収狐し

た野生こホンザル竹格も含まれている｡

4.研 究 活 動

形態基礎研究部門

近藤四郎 ･岩本光雄

渡辺 毅 ･真家和生

研 究 概 要

1) 惑長茄の姿勢およびロコモーシFンの比較生機構学

的研究

近藤四郎 ･苅家和生

前年までに引きつづき.横柄形態学的祝点から現生C2
長原の locomotoradaptation を明らかにする目的で,

穴験的研穴を進めた｡すなわち.2校のテナガザル各 1

孤を用い.歩行台上二足少行時の映画記録と平行して.

下腿筋の肪活動を記録した｡データを関節迎動 ･渉調 ･

渉何･肪活動の諸関係から分析し.従来行ったクモザル

やチンパンジーなどについての結果との比較考矧 こ入っ

ている｡なお.本研究は,岡田守彦 (筑波大 ･休符科学

罪).山崎信等 (段応大 ･エ)らとの共同研究として巡

めており (前年度までの年報を参m).1978年度に.床

反力に関する計測等のデータに加えてまとめを行う予定

であろ｡

2) 旧世界ザル.特にマカクに関する形質入獄学的研究

岩 本 光 雄

主として野生ニホンザルに関して研究を進め.乳歯期

にニホンザルの発育に関するデーター (歯式と生体計測

の結果)のとりまとめを行ったほか.秋吉台出土のニホ

ンザル古付.ならびにニホンザルの皮膚隆線系に関する

研究を進めた (総統)｡

3) 詔長類の成長に関する研究

渡 辺 毅

生体計抑 こもとづくニホンザルの成長パターンを明ら

かにする研究の一環として,高崎山において野外調査を

行なった｡主として若令個体を中心に約70例の資料を得,

日下.分析 ･整理を行ないつつある｡

4) エチオピア国における現生ならびに化石詔長潮に関

する研先

岩 木 光 雄

継杭研死として現地出張の予定で邸閑を巡めたが.現

地政mの想化から出発田前に諏丑の実施を断念した｡従

来のFI料によろとりまとめとして.現生ヒヒ等の分布の

検討.ならびに調査対称となった野生ヒヒの形態学的特

徴に関する田爪を行った｡

5) 新世界ザルの系統学的 ･形態学的研究

渡 辺 毅

ケナガクモザルに関する孤灯計測と統計的処理を行い.
性芸と成長の佃点から巧窮を行った｡これまでに行って

きた新ttt界ザルの形態学的研死を性的二型の観点からま

とめた｡また.11月より3月までコロンビアにおいて第

3紀上部中新世地層の発掘.W丑を行った (系統研究部門

淑戸口烈司氏,独協医大茂原†訂生民との共同調査)｡

総 説

1) 近藤四郎 (1977):盟長獄の迎 化一 矧 こロコモーシ

ョンからみて-｡既床科学,13110,131311319.

2) 近藤四郎編著(1977):日本人の起酢と逃化｡日本人

の生活と適応性シt)-ズ 1｡社会保険新報杜.穴京｡

3) 岩本光雄 (1977):現生霊長類の分類と分布｡"人前

学調度,茄2怨(霊長類)" ,pp.3-12.碓山l札 文京｡
4) 岩木光雄(1977)･･:アウストラロピテクス村｡ ●̀形Tf

･退化･D長狭" (加藤泰安 ･伸銅).pp.81-97,
中央公約社.苅京｡

5) 波辺 叡(1978):詔艮湖の性的二型｡生物科学.30,

16-23.

論 文

1) 岡田守彦 ･石田英文 ･木村fl･近藤四郎(1977):

詔正村の′ヾイペダリズムに関する比較迎動学的研究｡

"邦2回姿勢シンポジウム的文銀.人間と技術者'.
pp.283-290.

2) Lealem,B.andM.Iwamoto(1977):Thedistri･
butionalstatesorccrcopilhccoidprimatesinEthl･

opia･"エチオピアにおけるヒヒ対 のFE閃関係,と

くに郡問雑酔 こついての比較研究〝,京大詔長狭研

究所エチオピア隊軌 pp･5120.

3) 岩本光雄(1977):アヌビスヒヒとマントヒヒの形想

学的特徴･京大霊長類研究所エチオピア隊m.pp.

67-73.

4) 岩本光雄(1977):乳鍋肌ニホンザルにおけるL虫列と

身体発育の状態について｡入獄学祁払85,281-291.

学 会 発 表

1) ケナガクモザルにおける性差と年令変化

渡 辺 毅

第31回日本人顕学会日本民族

学会連合大会 (1977)

神経生理研究部門

久保田競 ･松波謙一

酒井正樹 ･三上茸允

1) 下側頭回及び前頭前野の神足生理学的研究

- 9-



三上孝允.伊藤真一,久保田読

下側頭回および前琉前野は高次の視覚情報処理に関与

しているものと考えられている｡本研究ではサルに注視

行動をオペラント条件づけし.各種の視覚利敵を与える

と共に行動の条件を変えてニューロン活動の記録を行な

い,下側恵回と前琉前野における視覚情報処理機構を節

析している｡

2) 前運動野の機能の解析

松村道-.浜田生乳 久保田読

随志辺動の発現･調藍に関する前運動野の機能は不明

である｡本研究では,前運動野の機能を剥離実験.細胞

活動の記録およびHRPによる線維連絡について研究を

進めている｡

3) 詔勅野ニューロン活動と準備状態との関連

浜田生馬,久保田読

迎動をする前の準備状態時に脳波の変化がみられてい

るのは知られている｡そこで錐体路ニューロンの準節状

僧の時の発火様式が運動遂行中の発火様式とどのような

関係にあるかを,発火頻度および運動のパラメータを相

接に解析している｡

4) 視覚性追跡退勤中の誤差補正に伴う大脳皮質ニュー

ロンの可塑性の研究

松波謙一.船橋新太郎.久保田弟
サルに視覚追跡運動を行なわせ.遊動の途中で目標位

位を急にずらしてサルに誤りを起こさせる｡この誤りを

サルが克服してゆくメカニズムに運動野ニューロンがど

のように械施しているかを調べる｡

総 税

1) 久保田説く1977).'｢前疏乳 行動と進化｣序論,秤
経研穴の地歩.21,1212-1216･

2)久保田奴(1977).'特集 ｢神経回路網と脳機能｣によ

せて.生体の科学,28,142･

3) 久保田放く1977):随意運動のメカニズムの研究,

雑感,入獄助懐学研究会会報第24号.1･

4) 酒井正樹(1977):前政前野の統御機能.神経研究の

進歩.21,1144-1154･

5) 三上孝允(1977):側頭連合野の情報処理一下側琉回

の機能と最近の怒気生理学的研究-神経研究の進歩.

21,1168-1181.

6) 三上孝允(1977):学習行動の脳内メカニズムー下側

或回への神経生理学的アプローチ.生体の科学.

28,185-192.

7) 久保田読(1978):前頭葉随意運動プログラミングの

構造.昭和52年度科学研究費補助金総合研究 (A)研

究成果報告替,pp.16-17.

8) 久保田汲,三上孝允(1978).'前菰前野と行動発現,

文部省科学研究費補助金.特定研究 ｢脳の統御機

能｣報告書(1).pp.133-134.

9) 久保田男乳 三上串允.伊藤真一.岩井栄一 :(1978)

前頭葉連合野および側琉連合野と思考メカニズムの

研究.思考のメカニズムと知能機械の研究報告晩

pp.I-8,財団法人E]本心戯血圧研究振興会

10)三上等允(1978):下側頭回への神経生理学的アプロ

ーチ昭和52年度科学研究費補助金総合研究(B)研死

報告書,心理現象の生理学的アプローチにおけろ方

法論の検討｡pp.1-8.

論 文

I) Conrad,B.,Wiesendanger,M.,Matsunami,K..

andBrooks,V.B.(1977):Precentralunitactivity
relatedtocontrolofarmmovements.ExjI.BTOlln

Rcs.29,85-95.

2) GheZ:,C･,andKubota,K.(1977):Activityof

red nucleusneuronsassociated with askilled

forelimbmovementinthecat.Bral'1ZRes.131,
383-388.

3) Kubota,K.(1977):Visual discriminationtasks

withshort-term memoryandneuronal activitics

ofprefrontalandinferotemporalcortexofrhesus

monkeys.ElecLroeTZCej･h.clin.NcuTOPriySiot.43,893.

4) Sakai,M.(1978):Singleunitactivityinaborder

areabetweenthedorsalprefrontalandprcmotor

reglOnSinthevisuallyconditionedmotortaskor

monkeys.BTaiTZRes.147,377-383.

5) 久保田就く1977):脳と神経系,現代精神医学体系.

20巻.神経生理学 Ⅰ,pp.49-91.中山智店

学 会 発 表

1) Associationsystemsandsensorimotorintegration.

Kubota,K.ProceedingsoftheInternational

UnionofPhysiological Sciences.Vol.XII,601
･(1977)

2) MonFeyPTN activityandasinglestepvisual

trackingtaskatwristjoint.Kubota,K.,and

Hamada,Ⅰ.Proceedingsofthe lnternalional

UnionofPhysiologicalSciences.Vol.XIl.415,
(1977)

3) Inferotemporalunitactivityandacolormemory-

discriminationtask.

Mikami,A.,and Kubota,K.Proceedingsof

theInternationalUnionorPhysiologicalScienccs.

Vol.XII,509(1977)
4) quantitativeanalysisofthrneuronsinthemotor

cortexrelatedtotheipsilateralhandmovements
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inawakemonkeys.

Matsunami,K., and Hamada,I. Pyram7dal

micro-Connectionsandmotorcontrol.p.36,(19･

77)

5) Motorcortexunitactivityrelatedtoipsilat亡ral

tJPPerllmbmovementofawakemonkCys･

Matsunami,K.,andHamada,I.XXVIIInter-

nat.Cong.Physiol.S°i.(1977)

6) 前頭葉.側頭葉のニューロン活動と短期記憶を含む

視覚弁別学習

久 保 田 茂

第6回日本脳波 ･筋冠図学会

脳波と筋屯乳 5,8(1977)

7) 視覚性 トラッキングと錐体路細胞の活動

沢田生用.久保田 崩

郡54回日本生理学会大会

日本生理学雑旭.39,347(1977)

8) 駈恋n!動に先行して起るサル詔勅野ニューロンのシ

ナプスT71位について

松村辺-.久保田虫

節54回日本生理学会大会

日本生理学雑誌.39,347(1977)

9) 微小な誤差補正運動と運動野ニューロン活動

浜田生見 久保田n

郡24回生理学中部談話会

日本生理学雑誌.40,97,(1978)

10)視覚性の短期記位を含むタス.JJにおけるテコ押し退

勤に先行する前頭前野ニューロンの活動について

久保田鼠 三上苧允

芸孟冒芸芸冨賢6',讐IT胃謁 州

ll)NMUおよびE!動野ユニット等でみられる可塑性.

あるいは学習について

松 波 謙 一

脳波と筋fE図.Vol.6,p.5,(1978)

12)視覚性追跡制御運動中の誤差補正時の錐体路細胞活

動

松波謙一.船橋新太郎,久保田崩

第55回日本生理学会大会予稿免 Pl12(1978)

心理研究部門

主伏杓子 ･浅野俊夫

/J､伯祥三 ･松碍哲郎

研 究 概 要

1) 大脳半球田地の非対称性について

或 伏 杓 子

切断脳のアカゲザルを用いて.条件性継昭弁別および

見本あわせ深皿で.左右半球が成合する手がかりを与え

られた場面における反応決定から.両半球の行動統制に

非対称性が認められるか石かが枚射された｡

2) ニホンザルにわける認知の発道
立伏杓子 ･小嶋祥三 ･松河哲郎

出生国後から生後2年までのニホンザル乳幼児の知光

･認知の発適と身体 ･迎動的発週について縦断的研究が

進められている｡

3) チンパンジーの苫田の接待

室伏杓子 ･浅野俊夫 ･松揮哲郎

言語学.情報工学,神経生理学の分野と共同して.実

験的行動分析の立場からチンパンジーの人工言語の招待

に関する研究がはじめられた｡

4) 詔長類の選択行動における時間要因の検討

浅 野 俊 夫

5) 詔長期のコミュニケーションに関する比較行動学的

･神在学的研究1)

小 嶋 祥 三

6) ニホンザルの祝知覚に関する心理物理学的研究

松 岸 哲 郎

総 税

1) 浅野俊夫(1978):個体行動とヒト化一行動分析の立

場から-｡科学.48,213-220.

論 文

I) Ilo,M.andAsano,T.(1977):Temporaldiscrimi-
nationinJapanesemonkeys.Jab.PsJCOl.Res.,
19,39-17.

2) Matsuzawa,T.(1977):EEC,lever-pressing,and

drinkingbehaviorundercorticalspreadingdepres･

sioninrats:preliminaryexperimentsforbehaviO-

ralapplicationofSD.BriefTCPoTIsfTOm Lhelabo･

ratoTJOfpsJChologJKyotoUnivcrsiE),3.
3) Matsuzawa,T.(1977):Interhemisphericsynthesis

ofantagonisticexperiencesinrats.Brtcf repoTLS

/TOm EkelaboraEorJofJ･sJChologyKyLotlnZbcTSZ'LJ,4.
4) 松揮哲郎 (1977)短時間提示されたランドル ト現の

知覚における両眼加Ⅲ.心理学研究,48,112-116.

学 会 発 表

1) アカゲザルの遅延反応の行動分析

小 的 押 三

日本心理学会耶41回大会 (1977)

2) アカゲザルの遅延反応における observingresponse

1) 米国 NationalInstituteorHcalthにおいて研死
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